
「歌」が導くマーラー音楽の相互関係性
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はじめに

グスタブ・マーラー (GustavM油ler，1860・1911)の作品の多くは、独唱(群)を伴う形態で書かれて

いるO 交響曲もその例外ではない。ベートーヴェン (Ludwigvan Beethoven)の第九交響曲は第4楽章に

独唱と合唱を伴うことで音楽史に新たなページを切り拓いたが、それから約70年後、マーラーが作曲

した交響曲のスタイルは、他の作品とその素材を共有することを通じて築かれたものであった。独唱曲

が交響曲の単独楽章を構成するもの、あるいは独唱曲の全体もしくは一部が、交響曲楽章の主要主題と

なるものがその例である Oマーラーの音楽は声楽史・管弦楽史のそれぞれの歴史的変遷を背負いながら、

その2つの流れの合流点にあるO その意味で、マーラーの音楽は、音楽史のいずれの観点からも異彩を

放つ存在となっている。筆者はこの点に着目し、本稿においてマーラーにおける音楽相互の関係性につ

いて、以下に述べる「歌」の視点から検証する。

本稿では「歌われる音楽jを単純に「歌」の語で表すD それは、マーラーの作品の多くが民謡・俗謡

をはじめとする過去から受け継がれてきた音楽を基礎に成立しており、本質的に、歌われる音楽を軸に

して展開されたからである。「歌jはマーラーの複数の音楽に共通して置かれることによって相互の関

係性を生み出す。その場合の「歌」は歌曲の一部である場合や、歌詞テクストがはずされて歌唱メロデ

イーだけが採られた場合がある。さらに、過去の音楽を引用・再生したもの、また、歌曲作品でないが

歌われる交響曲楽章がある。もちろんそこに一定の規則性が存在するわけもなく、音楽相互の関係は多

岐にわたるo

交響曲と歌曲の親近性について、音楽素材の布置関係から指摘する研究は従来からあるがIl、いずれ

も交響曲/歌曲という音楽分野に区分してその両者の関係を論じたものであるO 筆者は、分野の枠を意

識しながらも、「歌」が分野を超えて音楽と音楽を関係づける媒介の役割を果たしている点に注目して

いるo 本稿では以下に、「歌」が音楽相互の関係性を成立させる媒介になりえた音楽史的素地を検討し

たうえで、その「歌Jが成立させたマーラーの音楽の相互関係性を指摘するo

「歌jが相互関係性の媒介になりえた素地

1900年1月14日、ヴイーンのフィルハーモニー・コンサートで、マーラーの指揮とソプラノのクン

ツ (SelmaKunz)の独唱にf~， (少年の魔法の角笛 DesKnaben Wunderhom ) (以下〈角笛〉歌曲群)
から 3曲、 〈さすらう若人の歌Liedereines fahrenden Gesellen )から 2曲が演奏された 2)。この演奏会に

居合わせた音楽評論家のハンスリック(Edu町dHanslick)はマーラーの作品について、「これらの新しい

歌 (Gesange)を分類するのは難しい。リート、アリア、劇的シェーナのいずれでもなく、これらすべ

ての要素を持っているJ(Hanslick 1900: 76) と評した。

当時、一般にコンサートで歌われた歌曲は技巧的な面が強調されることが多くなり、そのためもあっ

てオペラ歌手が登場する機会も多かった。ハンスリックがアリアや劇的シェーナを引き合いに出した理

由も、クンツというオペラ歌手の存在とオーケストラによる伴奏が舞台音楽を連想させた、というとこ

ろであろう D しかしその一方で、マーラーの 5曲には 18世紀以来の民謡調リートの伝統 3)が堅持され

ていることにも気づいていたに違いない。ハンスリックの当惑は、当時耳にしたであろうヴァーグナー

(Richard Wagner)、ヴォルフ (HugoWolf)、シュトラウス(Rich訂dStrauss)のオーケストラ歌曲から感
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じ取れる、音楽と詩の好情性や響きの色彩感とはイメージの異なる音楽がヲ|き起こしたものだ、った。

そこで、ハンスリックの批評にヒントを得て、オーケストラ伴奏、民謡調の歌詞テクスト、音楽構造

のそれぞれが、音楽の相互関係性の成立にどのように貢献しているか、考察したい。

1.1 オーケストラとともにある「歌J、「歌Jとともにあるオーケストラ
リートの領域に属する歌曲の小品は、 18世紀には愛好家による家庭やサークルといった私的な領域

に属するものであった。シューベルト (FranzSchubert)の時代にあっても、リートは基本的に一般公開

するためのものではなく、コンサートのプログラムにリートの演目が挙がるようになったのは 19世紀

後半になってからである (Salmen1988) 0 この頃より、ベルリオーズ (HectorBerlioz)、プラームス

(Johannes Brahms)、ヴォルフ、シュトラウス等は、自らの歌曲をオーケストラ用に編曲するようになっ

た。

マーラーの態度が彼らと異なったのは、彼自身、ピアノからオーケストラへの「編曲」を行うのでは

ない、という意識を強く持っていた点である。確かに〈角笛〉歌曲群の多くが先にピアノ稿で書かれ、

数日ないし数週間を経てオーケストラ稿で完成したというプロセスに注目すれば、外からは「編曲jと

受け取れよう O しかし、彼自身はオーケストラ稿に改めることに関して、「このような翻案の場合には、

すべてが元から創造されなくてはならない。同じものではないのだからo ちょうど詩を外国語から翻訳

する場合、逐語的な置き換えではなく、自由な作り直しであるときだけ、何らかの結果が得られるのと

そっくりである。J(Killian 1984: 63・ 64) との考えを表明し、“新たな作り直し"への意志は2つの稿を

別個の作品とみなそうとする姿勢となって表れた。 1892年春に〈角笛〉歌曲群のうち 5曲が完成した

際、「この前ご一緒して以来、新しいリートをちょうど10曲書きました。jと残した書簡はこのことを

示している(Hilm紅-Voit1993: xrrr) 0 オーケストラとともに置かれる「歌J、“新たな作り直し"へと発
想の転換が行われる「歌Jが、関係性を生み出す媒介となるのも不思議なことではない。

〈角笛〉歌曲群が作られていた 1893年の書簡では、歌曲がオーケストラとともにある必然性につい

てマーラーは次のように語っている or第 1に、誤解を生まないように、虹のように多彩な色をさまざ
まなパレットに載せて叙述しなければならないからO 第2に、虹の中でどんどん増えてゆく色と繊細で

微妙な変化を見たいから O 第3に、コンサート・ホールとオペラ劇場の巨大な空間で大勢の人に聞いて

もらうためには、大きな音を出さなければならないからJ(Nettle 1958: 594・595)。しかし、リュッケル
ト (FriedrichRuckert)の詩による作品(1901~ 02年作曲、 1905および 1907年初演)以降は、各器楽

ノfートと歌唱パートが対等にポリフォニックな流れを作り出し、「歌Jに対して特別な役割を要求する
度合いが低くなるD シュトラウスに宛てた書簡の中で、マーラーは、リュッケルトの詩による作品の初演

を回想して次のように語っている or室内楽の音色をもったリートのための小さなホールが欲しい。[中
略]僕は当地でこれらのリートを芸術上の理由から小さなホールで演奏したD そして、そのリートは小

さなホールにうってつけだ、った。音楽祭の締め括りだからといって大きなホールで演奏するなんて¥ひ

どい悪趣味だJ(B1aukopf 1988: 95 -96、傍点はマーラーによる)。第 5~7 番の純器楽交響曲が作曲され

ていたこの時代、マーラーが「歌Jとともにあるオーケストラに求めたものは音量ではなく音質へと変

化した。純器楽交響曲の巨大な編成のオーケストラに対して、音色のヴァラエティーと繊細さを求めた

「歌Jのためのオーケストラの果たす役割と意味は区別されていたと考えられるだろう。

1.2 素材としての詩

マーラーと同じ年に生まれ、ヴィーン音楽院時代からの友人でもあったヴォルフは、創作期の大半を
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約300曲の歌曲創作に費やした。また4歳年下で、ともにドイツ語圏を代表する指揮者としての地位を

後に築いたシュトラウスも、 210曲余りの歌曲を書いている O マーラーとともに後期ロマン派を代表す

る彼らの歌曲がマーラーのそれと大きく異なる点に、詩の選択とその扱いがあるO ヴォルフは一度に一

人の詩人の作品を集中的に扱うタイプで、ゲーテ (JohannWolfgang von Goethe)、アイヒエンドルフ

(Josef von Eichendorff)、メーリケ (EduardMorike)等、自分自身より半世紀ほど前の芸術家の詩を好ん

だ。シュトラウスの場合、時代によって扱う詩の傾向に偏りが見られるが、よく知られたドイツの詩人

以外に、趣味の詩人、同時代の社会派が選ばれており、民謡詩が扱われたのは 20世紀に入ってからで

ある 4)。

マーラーの作品における歌詞テクストの作者ないし出典は、次のような変遷をたどったD 早い時期の

作品は、無名の詩人の詩もしくは自作の詩に偏っている。『少年の魔法の角笛jからは 26篇の詩が選ば

れ24曲が作曲された。(角笛〉歌曲群の最後期の作品〈レヴェルゲ Revelge)および〈少年鼓手 Der

Tambourg'sell )と時を重ねるようにしてリユツケルトの詩へと出典が移行する。交響曲第8番では、マ

インツの大司教フラバヌス・マウルス(HrabanusMaurus)作とされる 9世紀初頭のカトリックの讃歌と

ゲーテの『ファウスト Fausd第2部が使われ、ベートゲ (HansBethge)による中国詩のドイツ語訳を

テクストにした〈大地の歌〉で声楽を伴う作品が締め括られる。

注目すべきは、マーラーの詩の扱い方である O マーラーは詩の芸術的完成度や社会的な評価を基準に

選択じたわけで、はない。むしろ、「そもそもテクストは、取り出されるべき深い内容と掘り出されるべ

き宝を暗示するものに過ぎJず(Killian1984: 27)、リユツケルト以外の詩には大幅な改変を施した 5)。
したがって、マーラーによって改変された詩の代表格ともいえる『角笛Jの原詩は、彼にとって♂「完成

された詩ではなく、誰もが思いのままに形を整えてよい岩の塊J(M油ler1991: 116)であり、「あらゆる
『文芸詩Jと本質的に異なり、芸術というよりも、あらゆる詩の根源である自然や生に極めて近い」

(Blaukopf 1996: 322)存在であった。交響曲第8番でカトリックの讃歌と『ファウストJの文言を併置

する発想、ドイツ語訳された難解な中国詩を並べようとした姿勢、そのいずれから考えても、マーラー

にとって詩に手を加えることは、いわば作曲以前の一種の創作であり、その結果作り出されたテクスト

は、どの作品にも登場できるようスタンパイされた素材であった。

1.3 器楽と声楽を結ぶ要としてのソナタ形式

古典派の器楽で一定の類型化をみたソナタ形式は、時代とともに拡大と多様化の方向へ進んだ。マー

ラーは、ソナタ形式を長大な交響曲の構造の基礎として維持した。マーラーが他の交響曲作家と異なる

のは、この音楽の枠組みが器楽作品ばかりでなく、声楽作品にも用いられたことであろう 6)。ただし、

マーラーの音楽を貫くソナタ形式は、常に展開・発展を続けるための土台とじて機能するO

「一度たりとも、何かを繰り返してはならず、すべてが自らの内側から発展しなくてはならない」

(Killian 1984: 192)。交響曲第5番に関して述べたこの原則は、器楽作品だけにとどまらない。レーヴェ

(Carl Loewe)のパラーデに関連して「僕はリートの内容に沿って絶え間なく続く発展、すなわち通作を

真の原理と見極めている。僕の場合、詩節が替わってもまるっきり反復していないのが君にもわかるね。

それは、音楽には永遠なる生成と永遠なる発展の法則があるからだJ(Killian 1984: 136) と敷桁して説
明し、シューベルトのリートに言及した際には「あらゆる繰り返しというものは、もうそれだけで嘘な

のだ。芸術作品は、生命と同じように、常に次々と発展していかなければならないJ(Killian 1984: 158) 

と、音楽の変化・発展についての自らの理念を明言している。

〈角笛〉歌曲群24曲中 10曲にソナタ形式が用いられているが、いずれの作品においても、回帰した
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主題は既に変容しているばかりかさらに変化を重ねる。交響曲では同様のことが規模を拡大して展開さ

れる。このように、マーラーにあってはソナタ形式から出発する音楽の基礎構造が、器楽と声楽を連結

させる要の役割を果たしている。

2 r歌」を通じて形づくられる音楽の相互関係性
ここまでの検討結果に基づき、以下では「歌jによって形成される音楽の相互関係性を 5つのカテゴ

リーに分け、整理する。

2.1 r歌Jと「歌」
歌詞テクストのついた「歌」と「歌」の聞に相互の関係性があるのは、同一音楽のピアノ稿とオーケ

ストラ稿、別の作品として後に改稿した場合、異作品における同一フレーズの使用、以上の3つの場合

であるO

2.1.1 ピアノ稿とオーケストラ稿

〈さすらう若人の歌〉、 〈角笛〉歌曲群24曲中 14曲、 1)ュッケルトの詩による 10曲中9曲、 〈大

地の歌〉は、ピアノとオーケストラによる 2つの稿で書かれているo既に述べたように、マーラーには

ピアノ稿からオーケストラ稿へ新しく作り直そうとする意識が強く、各曲のそれぞれの稿を別の作品と

みなそうとしていた。マーラーの場合、ピアノ稿とオーケストラ稿の関係を単なる編曲、書き直した作

品と見なすにとどめず、相互に影響を及ぼしながら成立した2つの個体として意味づける必要があるだ

ろう O

2.1.2 改稿

音楽的には別の作品として成立しているが、明らかに、原曲とそれを書き直した作品として扱うこと

の出来るのが、 〈草原の5月の踊り Mait，αnzim Grunen } (1880年3月5日完成)と〈ハンスとグレー

テHansund Grete ) ( 1880年以降)の関係であるD 前者は5曲セットで計画して 3曲が完成したテノー

ルのための作品の lつであり、後者は、自筆譜に 15つの詩“5Gedichte" Jと書かれ、 1892年に出版さ

れた〈リートと歌〉第 1集の第3曲である。マーラー自身が書いた歌詞テクストと音楽構造はほぼ同ー

であるが、調性(前者はD-dur、後者は F-dur) と音楽の開始法(前者の冒頭ピアノはアウフタクトで開

始)が異なる。

2.1.3 同一フレーズの使用

歌詞テクストは異なるが、ほぼ同一のフレーズが2つの作品に現れるケースには、次の2つの例があ

るO

(1) (嘆きの歌Dasklagende Lied )決定稿第 1部〈吟遊詩人DerSpielmann > (1878 ----1880年)と〈春に

1m Lenz) (1880年)

〈嘆きの歌〉の第 301----314小節でアルトからソプラノに受け継がれるフレーズは、 〈春に〉の第

13 ----26小節の歌唱パート([譜例 1]) にそのまま登場する。{嘆きの歌〉の当該箇所は、吟遊詩人

が笛を口にあてると悲しげな調べが鳴り出すというドイツ民話に基づいた自作テクストがあてられて

いる。一方、 〈春に〉に現れるその箇所は、白昼夢を見る男を慰める言葉で、マーラーの自作である。

ともに、異世界から聞こえてくる響きを表している点で共通しているO
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{譜例1]同一フレーズの使用例 その l

〈春に〉第 13~ 27小節

(2) (天上の生活Dashimmlische Leben )と (3人の天使が歌ったEssungen drei Engel…〉

これら 2曲では、 2種類の共通フレーズが使用されている o 一方の共通フレーズは、 〈天上の生

活〉の第 35---39小節(歌詞「聖ペテロが天国で、見守っているJ) と (3人の天使が歌った〉の第54

---57小節(歌詞「ああ、どうか私を憐れみたまえJ)であり([譜例2a) ，b)】)、もう一方は前者の
第65---70小節(歌詞「聖ルカは雄牛に手をかけてしまいそうだ。何も考えず、何も意に介さずにJ)

と後者の第33---41小節(歌詞「私は泣いてはいけないのですか、慈悲深い神よJ)である。

81 



『徳丸吉彦先生古稀記念論文集J

a) {天上の生活〉第 35~ 39小節

)5 

Pe ・ !er im- Him. mel sieh! zu! 

‘" ‘ヨ砂

b) {3人の天使が歌った〉第54~ 57小節

54 

{譜例2]同一フレーズの使用例 その2

2.2 交響曲とそれを構成する歌詞テクストつきの「歌」

歌詞テクストっきの「歌Jは、次の2通りの手法で交響曲の中に登場するO それは、作品として独立し

た歌曲が、一方では交響曲を構成する 1つの楽章である場合と、歌曲として個別出版されなかった独立

性の明確でない「歌」が、交響曲を構成する 1つの楽章となる場合である。以下、これらの「歌」と交

響曲の関係を指摘するO

2.2.1 作品として独立する「歌」と交響曲楽章

1つの作品として存在する歌曲が、一方で交響曲を構成する lつの楽章ともなっているケースには、

次の3つの例があるO

(1) (原光Urlicht)と交響曲第2香第4楽章

(2) (天上の生活〉と交響曲第4香第4楽章

(3) (3人の天使が歌った〉と交響曲第3番第5楽章

このうち (1) と (2)は、歌曲がピアノとオーケストラの2つの稿で書かれ、 (3)の歌曲はピアノ稿

のみで書かれている o (1) と (2)の場合、それぞれの歌曲と交響曲楽章の音楽内容は同一と言えるが、

オーケストラ歌曲と交響曲楽章は別の執筆プロセスを経て成立しており 7)、また、オーケストレーショ

ンに若干の相違が認められることは、これらの関係が歌曲から交響曲への単なる転用として片付けられ

ない事実を示している。

一方、 (3)の作曲プロセスは(1)、 (2) と逆である。声楽パートにアルト独唱、女声合唱、児童合唱

を有する交響曲楽章が、後に改めて独唱とピアノのためのピアノ歌曲として独立した 8)。
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2.2.2 独立しない「歌Jと交響曲楽章

交響曲第3番第4楽章は、ニーチェ (PriedrichNietzsche)の『ツァラトゥストラはこう語った AIso

sprach Zarathustrajのテクストに基づくアルト独唱〈人間よ!心せよ oMensch! Gib acht! >であるO
1902年に交響曲が出版されるのと同時にピアノ伴奏譜として出版されたが (IntemationaleGustav Mahler 

Gesellschaft， Wien 1990: X N)、これが1つの独立した作品を意図して書かれたものかどうか、現存資料

からは明らかでない。

2.3 交響曲とそれを構成する歌詞テクストなしの「歌」

次の4つの例では、歌調テクストが付された歌曲の一部が、交響曲の中では歌詞をもたない純器楽で

登場するO

(1) (さすらう若人の歌〉第2曲〈朝の野辺を歩けばGingheut morgen ubers Feld>全体([譜例3]は冒

頭部分)と交響曲第1香第 1楽章・呈示部第1主題

(2) (さすらう若人の歌〉第4曲〈彼女の2つの青い目がDiezwei blauen Augen >第40小節以降([譜例

4]) と交響曲第 1番第3楽章トリオ主題

(3) (夏の歌い手の交代 DieAblosung im Sommer )ピアノ歌曲)全体([譜例5]は冒頭部分)と交響

曲第3番第3楽章の主部

(4) (魚、に説教するパドヴァの聖アントニウス DesAntonius von Padua Fisch predigt )全体([譜例6]は

官頭部分)と交響曲第2番第3楽章主部

(3)では、歌詞の意味内容が交響曲の中で再び同じイメージを想起させる役割を果たし、 (4)では、

歌曲全体が交響曲楽章全体の音楽構造の基盤を成している。
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Gesang 

~ 一」・.---~.-;
":;;! 
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[譜例 3]交響曲に現れる「歌」 その l

〈さすらう若人の歌〉より〈朝の野辺を歩けば〉
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39 Il!ise his :.um ~ι.hlujJ 

.・・、ー-〆

叫担F

日明1

hat sei-neBJu-tenu司 bermich ge-schneit. o. 

[譜例4]交響曲に現れる「歌J その2
〈さすらう若人の歌〉より〈彼女の 2つの青い自が〉

Mit Humor p 

Ku-kuk h8t sich zu To・de ，e-fal-I聞.

'- 〆ーァーー、4

To-de ge -fal-len 8n e円、ergru -nen Wei _ den! Wei ~ den! Wei _ den! 

10 ー=ご
^ ^ 

Ku-kuk ist tot! Ku-kuk ist tot! h.t引ch zu Tod' ge _ t.トlen!

^ ^ 

n普例5]交響曲に現れる「歌J その3
〈夏の歌い手の交代〉
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~~ 
.3 

geht zu den FIOs-sen und pre-digt den Fi-schen! Sie schlag・nmit den $chwanzen! 1m 

[譜例61交響曲に現れる「歌j その4
〈魚に説教するパドヴアの聖アントニウス〉

2.4 交響曲としての「歌」

ここで扱うべき「歌」は交響曲第8番と〈大地の歌〉である。

i 交響曲第8香は第 I部、第2部とも合唱と独唱群を伴う O 第 l部は聖霊降誕祭の讃歌が、また第2部
には『ファウスト』第2部が用いられているが、いずれも独立した「歌」とはならない。これらは作品

としての交響曲であり、交響曲に声楽が導入されたケースである。

一方、 〈大地の歌〉はDasLied von der Erde: Symphonie eine Alt-und eine Tenorstimme und groses Orchester 

というタイトルであるO 中国詩をドイツ語に訳したベートゲの詩による 6つの「歌」を、連作歌曲集と

するか、あるいは第9番に代わる交響曲とみなすべきか、マーラー研究者の間にも見解に相違があ

る9)。

〈大地の歌〉をどの音楽分野に分類するかという議論は、音楽の領域をあらかじめ設定しておこうと

する発想であるD しかし、より重要なのは、交響曲とそれを構成する「歌Jは歌詞っき/歌詞なしのい

ずれの場合も音楽の関係性を形成する媒介として機能していたのに対し、交響曲としての「歌Jは交響

曲そのものとして完結しており、 〈大地の歌〉におけるピアノ稿とオーケストラ稿の関係を除いては、

異なる音楽を結びつける役割を果たさないことである O

2.5 マーラーの外側にある「歌」とマーラーの音楽

「歌Jが音楽の関係性を導く点に関しては、マーラーの作品という枠を超えた関係性、すなわち、マ

ーラー以外の「歌」とマーラーによる音楽の聞に着目しなければならない。

具体的に指摘されてきた例には、俗謡〈マルテイン兄貴BruderMartin， schlafst schon }のメロデイーを

使用したとされる交響曲第 l番第3楽章の主題(柴田 1984:49 -50)、ドイツの学生歌〈われらは堅固な

校舎を建てた Wirhatten gebauet ein stattliches Haus }のメロデイーの引用とされ、交響曲第3番第 1楽章

の冒頭でホルンのユニゾンによって演奏される第 1主題がある(渡辺 1990:4ト 46)。また、幼少時の環

境に着目し、モラヴィアやボヘミアの民族音楽がマーラーの作品に影響を与えたとする見解がかつて物

議を醸した(Klusen1963， Karbsicky 1978) 0 
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こうした外側にある「歌jが自身の音楽にどの程度影響を及ぼしたのか、マーラーの発言は残されて

いなしE。したがって、いずれも傍証の域を出ない。ただし、少なくとも〈角笛〉歌曲群の成立過程を考

えれば、マーラーが自らの外側から「歌Jを継承することに大いに関心を寄せていたことは確かであ

るO

おわりに-r歌」が担うもの
マーラーの音楽においては、器楽と声楽の垣根を超えた2つの音楽が「歌」によって相互に関係して

いるO これは、声楽・管弦楽の歴史的変遷において他に類を見ない独自の展開であるo その背景には、

オーケストラ歌曲の成立と広がりが、オペラ以外の分野においても声楽と管弦楽を強力に近づけたとい

う事情があった。マーラーの場合は、分野によらず音楽と詩の要素の多くを「歌jに求めただけでなく、

それらを加工した。マーラーの音楽は、こうして自らが用意した素材としての「歌Jを通して発展的に

広がるところに独自性がある。

マーラーの音楽にはそこかしこに「歌」が存在する。多くの「歌」は共有されるが、それは単なる現

象としてそこにあるのではなく、「歌Jを通じて音楽と音楽の関係が築かれてゆく性質のものである。

すなわち、「歌」が関係性を紡ぎ出してゆくのであるO しかもその関係性は、声楽から器楽へ向かう一

方通行ではなく、柔軟に行き交う相互関係であるO

「歌jに備わったメッセージ性は、音楽と詩の加工によってマーラーの意に叶う形に改められた後、

交響曲のテーマ性・標題性・意味づけられた楽章配列をヲ|き出す役割を果たす。歌詞テクストは、もち

ろん直接的な伝達力をもって2つの音楽をつなぐ場合もあるが、たとえ歌詞テクストを伴わなくとも潜

在的な力を有して関係性を確保する。

このように、マーラーの音楽では、「歌」の素材の共有によってノ、音楽の新たな拡大と統合が展開さ

〆れたと言えよう o

その代表的な例が、交響曲に軸足を置き、そこに登場するリートの要素を整理したテイベの『グス

タブ・マーラーの器楽による交響曲楽章における、リートあるいはリート要素の使用についてJ
(Tibbe 1971)である。

ヴイーンのフィルハーモニー・コンサートは 1842年に自主的な芸術活動として始まった。この日

の演奏会で歌われた5曲は次の通り。①〈浮世の生活DωirdischeLeben }、②〈美しいトランペッ

トが鳴り響くところ Wodie schδnen Trompeten blasen }、③〈誰がこの歌を作ったのだろう Wer加f

dies Liedlein erdacht?!}、④〈朝の野辺を歩けばGingheut' morgen ubers Feld}、⑤〈彼女の2つの青

い目がDiezwei blauen Augen} 0 このうち、①と②はこの演奏会で初演された。

18世紀以降の諸文献によれば、リートは語義の上では、文学と音楽の二重の領域で使われる術語

として認識され、定義づけられた。文学の領域では歌うために作られた韻律的な詩を、また音楽の

領域では各詩節が同一の旋律で歌われる有節形式の音楽を指すものであるO シューベルトによって

芸術歌曲が誕生した以降も、民謡調の単純で歌いやすい旋律が基本的な理念として維持された。

シュトラウスは、 20世紀に入ってから『少年の魔法の角笛j(3曲)とアルザス民謡 (2曲)を題

材に選んでいるが、彼はこれら民謡詩にも文芸詩と同様に好情的な音楽を付している。

〈角笛〉歌曲群における詩の改変方法については、拙稿・山本2∞1で分析的に詳しく述べた。
歌曲に導入されたソナタ形式の分析例と意味については、拙稿・山本2003で取り上げた。
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7) (角笛〉歌曲群のオーケストラ版における校訂報告では、この点が明記されているo

8) マーラーは独唱とオーケストラのための{3人の天使が歌った〉の楽譜を残さず、マーラーの死後

ヴェス (JosephWoss)が交響曲楽章に基づいたオーケストレーションを施した。これらの記譜上の

差異については MitcheIl'(1975)に詳しい。

9) 国際マーラー協会が出版を続けているマーラー全集の校訂者の一人、ノ、ルタン・ローマンはこの作品

を歌曲に含める見解の持ち主だが (Roman1974)、他の校訂者ベーター・レヴアースは歌曲のカテ

ゴリーから除外して論じている (Revers2000)。渡辺は、ピアノ版〈大地の歌〉の意味を探ること

でこの問題を扱っている(渡辺 1990:81 -94)。
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